
史
料
か
ら
み
た 

芸
州
廿
日
市
津
和
野
藩
御
船
屋
敷
設
置
年
と 

江
戸
浅
草
天
文
台
詳
細
図 

郷
文
研 

荒
瀬
良
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
．
津
和
野
藩
の
概
観 

因
幡
国
気
多
郡
鹿
野
（
い
な
ば
の
く
に 

け
た
ぐ
ん 

し

か
の
・
現
在
の
鳥
取
県
鳥
取
市
）
一
万
三
五
〇
〇
石
の
初

代
藩
主
で
あ
っ
た
亀
井
茲
矩
（
か
め
い 
こ
れ
の
り
）
は
、

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
年
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て

は
東
軍
に
属
し
、
三
万
八
〇
〇
〇
石
に
加
増
さ
れ
た
。 

因
幡
国
鹿
野
藩
第
二
代
藩
主
政
矩
（
ま
さ
の
り
・
茲
矩

の
子
）
の
代
に
な
る
と
四
万
三
〇
〇
〇
石
に
加
増
さ
れ
、

元
和
三
年
（
一
六
一
七
年
）
に
は
石
見
国
鹿
足
郡
津
和
野

（
い
わ
み
の
く
に 

か
の
あ
し
ぐ
ん 

つ
わ
の
・
現
在
の
島

根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
）
四
万
三

〇
〇
〇
石
に
転
封
（
て
ん
ぽ
う
）

と
な
る
。
石
見
津
和
野
藩
初
代
藩

主
・
津
和
野
藩
亀
井
家
二
代
の
誕

生
で
あ
る
。 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
） 

廃
藩
と
な
る
ま
で
、
十
一
代 

茲
監

（
こ
れ
み
）
ま
で
二
百
五
十
余
年

存
続
し
た
。
来
る
来
年
の
二
〇
一

七
年
は
、
津
和
野
転
封
（
て
ん
ぽ

う
）
四
〇
〇
年
と
な
る
。 

 

津
和
野
藩
御
船
屋
敷
跡
碑 

 

 

２
．
史
料
説
明 

◆
史
料
５
号 

 

元
和
６
年
（
１
６
２
０
年
） 

本
史
料
は
、
津
和
野
藩
亀
井
家
の
廿
日
市
船
屋
敷
に
関

す
る
初
見
の
も
の
で
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
年
）
に
広

島
藩
よ
り
同
家
へ
船
屋
敷
が
寄
贈
さ
れ
た
ら
し
く
、
内
容

は
同
家
の
謝
礼
に
対
す
る
返
報
が
お
も
で
あ
る
。 

来
る
二
〇
二
〇
年
、
四
〇
〇
年
と
な
る
。 

津
和
野
藩
は
、
参
勤
交
代
な
ど
に
際
し
て
津
和
野
街
道

を
南
下
し
て
廿
日
市
に
止
宿
し
、
此
処
か
ら
海
上
を
通
っ

て
室
津
（
兵
庫
県
）
へ
上
陸
す
る
コ
ー
ス
を
と
っ
て
い
た

が
、
廿
日
市
に
は
陸
上
と
海
上
を
結
ぶ
要
津
と
し
て
、
用

船
・
船
頭
・
常
詰
長
屋
な
ど
が
常
備
さ
れ
た
体
制
が
完
備

さ
れ
る
の
は
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
以
降
の
こ
と
で

あ
る
。
（
廿
日
市
町
史 

資
料
編
Ⅲ 

六
頁
～
） 

 

◆
史
料
７
号 

 

寛
永
７
年
（
１
６
３
０
年
） 

津
和
野
藩
が
廿
日
市
に
「
船
着
ノ
蔵
屋
敷
」
を
置
い
た

の
は
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
で
あ
る
（
史
料
５
号
）。 

こ
の
段
階
で
は
参
勤
交
代
な
ど
に
際
し
て
利
用
す
る
私

的
な
宿
泊
施
設
は
ま
だ
整
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
本
史

料
に
よ
る
と
同
藩
は
、
廿
日
市
商
人
鳥
屋
七
郎
右
衛
門
方

へ
宿
泊
し
、
不
便
で
あ
っ
た
。 

本
史
料
は
、
新
し
く
廿
日
市
内
へ
宿
泊
施
設
を
望
ん
だ

津
和
野
藩
が
、
御
往
来
本
陣
鳥
屋
市
右
衛
門
と
廿
日
市
庄

屋
山
田
治
右
衛
門
を
仲
介
に
し
て
、
広
島
藩
へ
用
地
の
提

供
を
願
い
出
た
記
録
で
あ
る
。 

 

◆
史
料
１０
号 

 

寛
永
８
年
（
１
６
３
１
年
） 

本
史
料
は
、
前
年
（
寛
永
七
年
）
津
和
野
藩
か
ら
願
い 

出
さ
れ
た
船
屋
敷
地
の
借
用
の
つ
い
て
（
７
号
史
料
）
、
広

島
藩
よ
り
同
用
地
の
四
至
（
し
い
し
・
所
有
地
）
を
明
示

し
て
貸
し
下
げ
を
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
船
入

地
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
が
取
ら
れ
た
。 

 

本
史
料
は
、
津
和
野
藩
か
ら
の
廿
日
市
船
入
地
移
転
に

つ
い
て
の
依
頼
状
、
お
よ
び
そ
の
承
諾
を
申
し
渡
し
た
書

状
と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
船
入
地
は
、
桜
尾
山
東
麓
の
エ
ボ
シ
岩
あ

た
り
に
置
か
れ
て
い
た
（
10
号
史
料
）
が
、
次
の
廿
日
市

町
絵
図
に
み
え
る
船
入
地
お
よ
び
「
御
船
屋
」
は
桜
尾
山

北
側
で
西
国
街
道
に
面
し
た
位
置
に
あ
る
。 



（
廿
日
市
町
史
資
料
編
Ⅱ
附
録 

正
徳
年
間
絵
図
（
一
七
一

一
～
一
五)

絵
図
の
丸
印
） 

 

桜
尾
山
の
北
の
丸
印
が
「
御
船
屋
」 

 

『
資
料
』
五
号
の
一 

 

『
資
料
』
五
号
の
二 

 

 

『
資
料
』
七
号 

 

『
資
料
』
一
〇
号 

 

 



江
戸
浅
草
天
文
台
詳
細
絵
図 

 
平
安
時
代
の
貞
観
四
年
（
八
六
二
）
か
ら
中
国
の
宣
明

暦
（
せ
ん
み
ょ
う
れ
き
）
を
も
と
に
、
毎
年
の
暦
（
こ
よ

み
）
を
作
成
し
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
暦
と
日

蝕
（
に
っ
し
ょ
く
）
や
月
蝕
（
げ
っ
し
ょ
く
）
な
ど
の
天

の
動
き
が
合
わ
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
。 

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）、
渋
川
春
海
（
は
る
み
）
に
よ

っ
て
、
初
め
て
日
本
人
に
よ
る
暦
法
「
貞
享
の
改
暦
」
が

作
ら
れ
た
。
天
文
方
は
世
襲
制
で
あ
っ
た
が
、
時
に
は
天

文
学
に
通
じ
た
人
物
を
追
加
あ
る
い
は
養
子
縁
組
し
て
世

襲
を
許
し
た
た
め
、
幕
末
ま
で
に
渋
川
家
、
猪
飼
家
（
い

か
い
け
）
、
西
川
家
、
山
路
家
、
吉
田
家
、
奥
村
家
、
高
橋

家
、
足
立
家
の
八
家
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。 

 

天
文
方
の
各
家 

 

 

渋
川
家 

 

渋
川
春
海
（
は
る
み
）
の
改
暦
の
功
績
に
よ
り
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
天
文
方
と
な
る
。
養
子
縁
組
を
繰
り
返
し

な
が
ら
も
幕
末
ま
で
継
承
さ
れ
た
。 
 

渋
川
春
海
（
は
る
み
）
❘
昔
尹
（
ひ
さ
た
だ
）
❘
敬
尹

（
ひ
ろ
た
だ
）
❘
敬
也
（
ひ
ろ
な
り
）
❘
則
休
（
の
り
よ

し
）
❘
光
洪
（
み
つ
ひ
ろ
）
❘
正
清
（
ま
さ
き
よ
）
❘
正

陽
（
ま
さ
て
る
）
❘
景
佑
（
か
げ
す
け
・
高
橋
高
橋
至
時

よ
し
と
き
の
次
男
）
❘
（
敬
直
（
ひ
ろ
な
お
）
❘
佑
賢
（
す

け
か
た
）
❘
敬
典
（
よ
し
の
り
） 

 

堀
田
仁
助
の
師
・
・
・
渋
川
正
清
（
寛
保
三
年
（
一
七

四
三
） 

寛
政
十
一
年
六
月
十
五
日
（
一
七
九
九
）
七
月
十

七
日
は
川
口
流
清
の
子
で
渋
川
光
洪
（
み
つ
ひ
ろ
）
の
養

子
。
通
称
孫
次
郎
・
主
水
（
も
ん
ど
）
。
明
和
八
年
（
一
七

七
一
）
に
叔
父
の
渋
川
光
洪
に
子
供
が
無
い
ま
ま
没
す
る

と
、
末
期
養
子
（
ま
つ
ご
よ
う
し
）
と
し
て
家
督
を
継
承

し
て
天
文
方
に
任
命
さ
れ
た
。 

だ
が
、
度
重
な
る
当
主
の
急
逝
（
き
ゅ
う
せ
い
）
と
養

子
縁
組
に
よ
っ
て
、
渋
川
春
海
以
来
の
家
学
（
か
が
く
）

が
事
実
上
失
わ
れ
、
天
文
方
は
吉
田
秀
長
や
山
路
主
住
（
ぬ

し
ず
み
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
更
に
宝
暦
暦
の

改
暦
の
事
実
上
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
天
文
方
が
改
暦
の
実

権
を
取
り
戻
し
た
中
で
行
わ
れ
た
寛
政
暦
改
暦
も
高
橋
至

時
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
渋
川
正
清
は
ほ
と
ん
ど
関
与
を

し
な
か
っ
た
。
養
子
の
正
陽
（
ま
さ
て
る
）
も
正
清
の
実

家
か
ら
迎
え
ら
れ
た
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
渋
川
家

は
天
文
方
の
筆
頭
の
家
柄
で
あ
り
な
が
ら
、
光
洪
（
み
つ

ひ
ろ
）・
正
清
・
正
陽
と
三
代
に
わ
た
っ
て
名
ば
か
り
の
存

在
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

  

猪
飼
家 

（
い
か
い
け
） 

御
徒
（
お
か
ち
）
で
あ
っ
た
猪
飼
正
一
（
豊
次
郎
）
が
享

保
元
年
（
一
七
一
六
）
渋
川
敬
尹
（
ひ
ろ
た
だ
）
の
暦
作

御
用
手
伝
と
な
り
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
天
文
方
に

な
る
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
正
一
が
没
す
る
と
後

継
者
な
く
一
代
限
り
と
な
る
。 

 

 

 

西
川
家 

 

長
崎
の
天
文
家
で
あ
る
西
川
如
見
（
に
し
か
わ 

じ
ょ
け

ん
）
の
息
子
で
あ
る
西
川
正
休
（
ま
さ
よ
し
）
が
徳
川
吉

宗
に
よ
っ
て
天
文
方
に
招
聘(

し
ょ
う
へ
い)

さ
れ
、
延
享
四

年
（
一
七
四
七
）
天
文
方
と
な
り
二
代
続
く
。 

 

西
川
正
休
（
ま
さ
よ
し
）
❘
忠
喬
（
た
だ
た
か 

） 

 

 

山
路
家 

 

山
路
主
住
（
や
ま
じ
ぬ
し
ず
み
）
が
宝
暦
の
改
暦
（
宝
暦

暦
）
の
際
に
渋
川
則
休
（
の
り
よ
し
）
と
西
川
正
休
（
ま

さ
よ
し
）
の
補
暦
御
用
手
伝
と
な
り
、
明
和
元
年
（
一
七

六
四
）
に
天
文
方
に
任
命
さ
れ
た
の
に
始
ま
る
。
二
代
目

の
之
徽
（
ゆ
き
よ
し
）
は
天
文
方
に
任
命
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
三
代
目
徳
風
（
よ
し
つ
ぐ
）
以
後
、
幕
末
ま
で
天
文

方
を
継
承
し
た
。
な
お
、
徳
風
（
よ
し
つ
ぐ
）
の
玄
孫
（
や

し
ゃ
ご
）
愛
山
（
あ
い
ざ
ん
）
は
、
作
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。 

 

山
路
主
住
（
ぬ
し
ず
み
）
❘
（
之
徽
ゆ
き
よ
し
）
❘
徳
風

（
よ
し
つ
ぐ
）
❘
諧
孝
（
ゆ
き
た
か
）
❘
彰
常
（
あ
き
つ

ね
・
金
之
丞
）
❘
彰
善
（
あ
き
よ
し
）
❘
（
愛
山
あ
い
ざ

ん
） 

 

 

 

吉
田
家 

 

佐
々
木
長
秀 

後
に
吉
田
秀
長
（
ひ
で
な
が
）
が
宝
暦
の
改

暦
（
宝
暦
暦
）
の
際
に
西
川
正
休(

ま
さ
よ
し)

の
息
子
忠
喬



(
た
だ
た
か)

の
作
暦
手
伝
と
な
り
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

天
文
方
に
任
じ
ら
れ
宝
暦
暦
修
正
事
業
を
命
じ
ら
れ
た
。

以
後
、
吉
田
家
は
幕
末
ま
で
天
文
方
を
継
承
し
た
。 

 

吉
田
秀
長
（
ひ
で
な
が
）
❘
秀
升
（
ひ
で
の
り
）
❘
秀
賢

（
ひ
で
か
た
）
❘
秀
茂
（
ひ
で
し
げ 

） 

 

 

奥
村
家 

 

奥
村
邦
俊
（
く
に
と
し
）
が
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に

新
暦
調
手
伝
と
な
り
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
天
文
方

に
任
じ
ら
れ
た
。
一
代
限
り
で
あ
る
。 

 

 

高
橋
家 

 

高
橋
至
時
（
よ
し
と
き
）
が
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に

天
文
方
に
任
命
さ
れ
た
の
に
始
ま
る
。 

至
時
（
よ
し
と
き
）
の
長
男
で
あ
る
景
保
（
か
げ
や
す
）

が
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
関
与
し
て
獄
死
し
た
た
め
高
橋
家

は
二
代
で
終
わ
る
が
、
次
男
の
景
佑
（
か
げ
す
け
）
が
渋

川
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。 

 

高
橋
至
時
（
よ
し
と
き
）
－
景
保
（
か
げ
や
す
） 

 

 

 

足
立
家 

 

足
立
信
頭
（
の
ぶ
あ
き
ら
）
が
寛
政
の
改
暦
（
寛
政
暦
）

の
た
め
に
高
橋
至
時
（
よ
し
と
き
）
の
助
手
と
な
り
、
天

保
六
年
（
一
八
三
五
）
天
文
方
に
任
じ
ら
れ
た
。 

信
順
（
の
ぶ
よ
り
・
通
称
重
太
郎
）
は
父
信
頭
（
の
ぶ

あ
き
ら
）
に
教
え
を
う
け
、
幕
府
天
文
方
見
習
と
な
り
、

星
鏡
儀
を
は
じ
め
て
製
作
し
た
。
父
に
さ
き
だ
ち
没
し
た

た
め
、
天
文
方
の
跡
は
子
の
信
行
が
継
い
だ
。
幕
末
ま
で

二
代
に
渡
り
天
文
方
を
務
め
た
。 

 

足
立
信
頭
（
の
ぶ
あ
き
ら
）
－
（
信
順
の
ぶ
よ
り
）
－
信

行
（
の
ぶ
ゆ
き
） 

 

 

幕
末
ま
で
存
続
し
た
天
文
方
家 

 

天
文
方
の
家
系
は
断
絶
し
た
家
も
あ
り
、
西
川
や
伊
能
忠

敬
の
師 

高
橋
至
時(

よ
し
と
き)

の
子
孫
も
幕
末
ま
で
は
継

承
さ
れ
ず
、
最
終
的
に
は
渋
川
家
・
山
路
家
・
吉
田
家
・

足
立
家
の
四
家
が
存
続
し
た
。 

 

『
図
表
内
数
字
の
説
明
』 

①
簡
天
儀
と
象
眼
儀 

②
頒
歴
調
所 

③
天
文
方
山
路
家
居
宅 

④
❘
⑥
天
文
方
手
附
役
方 

⑦
天
文
方
吉
田
家
役
方 

⑧
天
文
方
足
立
左
内
役
方 

⑨
天
文
方
取
締
柴
山
伝
之
助
役
方 

⑩
子
午
線
儀
一 

⑪
子
午
線
儀
二
と
圭
表
儀 

⑫
観
星
鏡 

⑬
黄
赤
全
儀 

 

 



こ
の
年
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
十
一
月
二
十
八
日 

 
桂
太
郎
（
第
十
一
・
十
三
・
十
五
代
内
閣
総
理
大
臣
） 

生
誕 

(

桜
尾
城
址 

後
の
桂
公
園
を
廿
日
市
に
寄
贈
） 

 

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
～
万
延
年
間
（
一
八
六
〇
～

六
一
）
に
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
詳
細
絵
図
は
、

東
京
都
公
文
書
館
の
『
順
立
帳
（
じ
ゅ
ん
た
て
ち
ょ
う
）』

と
い
う
明
治
初
年
の
公
文
書
綴
の
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
東

亜
天
文
学
会
の
会
員
で
前
任
の
歴
史
課
長
佐
藤
利
男
が
発

見
し
た
も
の
で
あ
る
。 

簡
天
儀
は
渾
天
儀
の
簡
易
版
で
あ
り
、
ふ
つ
う
天
体
の

位
置
と
運
行
の
概
念
を
説
明
す
る
目
的
の
装
置
。
象
限
儀

は
恒
星
測
量
で
緯
度
を
測
る
基
本
的
な
測
量
機
器
。 

北
斎

は
妙
見
信
仰
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
北
斗
七
星
を
測
る
装

置
と
思
っ
て
「
鳥
越
の
不
二
（
と
り
ご
え
の
ふ
じ
）」
を
描

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

②
は
頒
暦
調
所
（
は
ん
れ
き
し
ら
べ
し
ょ
）
で
天
文
方
が

作
成
し
て
京
都
の
土
御
門
家
（
つ
ち
み
か
ど
け
）
で
承
認

を
受
け
た
暦
を
暦
問
屋
に
頒
布
す
る
役
所
。 

 

③
が
筆
頭
天
文
方
の
居
宅
で
、
こ
の
絵
図
の
と
き
は
山
路

彰
常
（
あ
き
つ
ね
・
金
之
丞
）
の
住
ま
い
。 

 

伊
能
忠
敬
の
入
門
時
か
ら
第
四
次
測
量
ま
で
は
勿
論
、
高

橋
至
時
（
よ
し
と
き
）
が
住
ま
い
、
以
後
、
伊
能
忠
敬
と

孫
・
忠
誨
（
た
だ
の
り
）
の
死
去
ま
で
高
橋
景
保
役
所
。 

景
保
が
一
度
不
始
末
で
火
事
を
出
し
、
柴
山
伝
左
衛
門 

（
し
ば
や
ま
で
ん
ざ
え
も
ん
）
が
手
伝
い
全
焼
に
は
至
ら 

ず
済
ん
だ
。 

 

⑨
そ
の
柴
山
の
息
子
は
成
長
し
て
、
天
文
台
取
締
・
柴
山

伝
之
助
と
し
て
⑨
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
。 

④
・
⑤
・
⑥
の
屋
敷
は
天
文
方
手
付
け
下
役
の
役
宅
。 

 

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
九
月
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
よ

る
幕
府
天
文
方
・
書
物
奉
行
高
橘
景
保
（
た
か
は
し 

か
げ

や
す
）
の
失
脚
後
は
、
筆
頭
天
文
方
は
山
路
弥
左
衛
門
諧

孝
（
や
ま
じ
や
ざ
え
も
ん 

ゆ
き
た
か
）
が
あ
た
る
。 

 

こ
の
絵
図
の
と
き
に
は
諧
孝
（
ゆ
き
た
か
）
の
息
子
の

山
路
彰
常
（
あ
き
つ
ね
・
金
之
丞
）（
弘
化
二
年
四
月
十
二

日
・
天
文
方
と
な
る
）
で
手
付
け
三
人
を
使
っ
て
い
た
。 

 

⑧
の
絵
図
の
東
南
、
天
文
台
入
り
口
近
く
に
は
足
立
左
内

（
あ
だ
ち
さ
な
い
）
役
所
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
文
方
足

立
家
は
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
で
天
文
方
を
廃
さ
れ
た
高
橋
家

に
代
わ
っ
て
登
用
さ
れ
た
。
こ
の
絵
図
の
描
か
れ
た
と
き

に
は
足
立
信
順
（
の
ぶ
よ
り
）
通
称
重
太
郎
の
子
の
粂
之

助
（
く
め
の
す
け
）
が
足
立
左
内
信
行
と
し
て
足
立
役
所

に
住
ん
で
い
た
。 

 

③
筆
頭
天
文
方 
山
路
彰
常
（
あ
き
つ
ね
・
金
之
丞
）
方
（
元

高
橋
家
役
宅
） 

⑦
吉
田
家
役
方 

 

⑧
足
立
左
内
信
行
役
宅 

 

三
家
は
確
認
で
き
て
も
残
り
一
家
の
渋
川
家
に
つ
い
て

は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

そ
の
渋
川
家
は
、
老
中
水
野
忠
邦
が
失
脚
す
る
と
、
天

文
方
が
組
織
維
持
の
た
め
に
太
陽
太
陰
暦
の
維
持
と
蘭
学



を
含
め
た
洋
学
知
識
の
独
占
を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と

渋
川
敬
直
（
ひ
ろ
な
お
）
は
罪
を
問
わ
れ
、
弘
化
二
年
豊

後
に
配
流
（
は
い
る
）
さ
れ
、
臼
杵
藩
主
（
う
す
き
は
ん

し
ゅ
）
稲
葉
観
通
（
い
な
ば 

あ
き
み
ち
）
に
御
預
け
と
な

っ
た
。
敬
直
（
ひ
ろ
な
お
）
は
廃
嫡
（
は
い
ち
ゃ
く
）
さ

れ
弟
の
佑
賢
（
す
け
か
た
）
が
後
継
者
と
な
る
。 

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
天
文
方
見
習
と
な
り
、
安

政
四
年
（
一
八
五
七
）
三
月
に
前
年
の
父
敬
直
の
死
を
受

け
て
天
文
方
を
継
い
だ
が
そ
の
年
の
う
ち
に
没
し
た
。
こ

の
為
、
甥
で
敬
直
の
嫡
男
で
あ
る
敬
典
（
よ
し
の
り
）
が

養
子
と
な
っ
て
後
を
継
い
だ
。 

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
天
文
方
が
廃
さ
れ
た
後
は
、

敬
典
（
よ
し
の
り
）
は
大
学
星
学
局
に
属
し
た
後
、
東
京

天
文
台
職
員
と
し
て
出
仕
（
し
ゅ
っ
し
）
し
た
。 

堀
田
仁
助
の
師
事
し
た
渋
川
家
は
春
海
（
は
る
み
）
以

来
の
天
文
方
の
筆
頭
の
家
柄
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
末
路
は

誠
に
哀
れ
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

  

北
斎
の
「
鳥
越
の
不
二
」
と
地
図 

鳥
越
神
社
（
明
神
）
の
東
に
「
天
文
屋
敷
測
量
所
」
が

あ
り
、「
頒
暦
調
所
」
と
も
い
い
、
暦
や
測
量
、
地
誌
編
纂

や
洋
書
翻
訳
を
行
っ
て
い
た
。 

江
戸
城
や
大
名
屋
敷
な
ど
幕
府
施
設
の
絵
は
軍
事
機
密

の
た
め
か
浮
世
絵
な
ど
に
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
ど
う
や

ら
こ
こ
は
許
さ
れ
て
い
た
。 

「
鳥
越
の
不
二
」
の
図
の
手
前
の
屋
根
の
上
に
蛎
殻
（
か

き
が
ら
）
が
置
い
て
あ
る
。
当
時
、
板
葺
き
屋
根
の
防
火

の
た
め
に
蛎
殻
を
屋
根
に
並
べ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

た
ら
し
い
。 

牛
込
藁
店
（
う
し
ご
め
わ
ら
だ
な
）
よ
り
天
明
二
年
（
一

七
八
二
）
に
天
文
・
暦
術
・
測
量
・
地
誌
編
纂
・
洋
書
翻

訳
な
ど
を
行
う
施
設
と
し
て
、
現
在
の
浅
草
橋
三
丁
目
一

九
・
二
一
～
二
六
番
界
隈
の
浅
草
天
文
台
に
移
っ
た
。
寛

政
七
年
（
一
七
九
五
）
天
文
方
と
な
っ
た
高
橋
至
時
（
よ

し
と
き
）
や
間
重
富
（
は
ざ
ま 

し
げ
と
み
）
が
「
寛
政
の

改
暦
」
に
従
事
し
た
の
は
こ
の
浅
草
時
代
で
あ
る
。 

伊
能
忠
敬
が
隠
居
後
、
寛
永
七
年
（
一
七
八
九
）
江
戸
・

深
川
黒
江
町
に
移
り
住
み
、
通
っ
た
の
が
浅
草
天
文
台
で
、

高
橋
至
時
の
も
と
に
五
年
間
通
い
、
当
時
最
高
の
天
文
暦

学
の
勉
強
を
行
い
、
緯
度
一
度
の
子
午
線
弧
長
を
実
測
し

よ
う
と
研
鑽
に
励
ん
だ
場
所
で
あ
っ
た
。 

 

 廿
日
市
生
ま
れ
津
和
野
藩
士 

天
文
生
堀
田
仁
助 

堀
田
仁
助
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
伊
能
忠
敬
と

同
じ
年
に
廿
日
市
津
和
野
藩
船
屋
敷
に
生
ま
れ
た
（
註
①
）。 

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
六
月
三
十
八
歳
の
時
、
天
文

方
渋
川
主
水
（
も
ん
ど
）
の
暦
作
御
用
手
伝
を
拝
命
。
同

年
十
月
浅
草
天
文
台
設
置
。 

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
四
十
九
歳
の
時
、
幕
府
暦
作
御

用
手
伝
五
人
扶
持
と
な
っ
た
堀
田
仁
助
は
、
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）
三
月
十
三
日
五
十
五
歳
で
蝦
夷
地
御
用
を



拝
命
。
出
立
準
備
の
最
中
の
六
月
十
五
日
仁
助
の
師 

渋
川

正
清
主
水(

五
十
六
歳)

が
病
死
す
る
も
、
悲
痛
の
な
か
六
月

二
十
七
日
仁
助
ら
八
人
、
船
頭
・
水
主
ら
総
勢
三
十
一
人

は
「
神
風
丸
」
で
江
戸
を
出
帆
。
ア
ッ
ケ
シ
に
八
月
二
十

九
日
入
津
。
六
十
二
日
を
要
し
た
東
蝦
夷
地
海
路
測
定
の

開
拓
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。 

お
そ
ら
く
、
堀
田
仁
助
も
江
戸
浅
草
天
文
台
内
に
て
寛

政
五
年
（
一
七
九
三
）
四
十
九
歳
以
来
、
文
政
九
年
（
一

八
二
六
）
九
月
生
年
八
十
二
歳
相
成
、
老
衰
、
病
身
に
て

御
在
所
（
お
ざ
い
し
ょ
・
実
家
）
へ
罷
り
帰
り
た
い
旨
、

公
儀
天
文
方
へ
申
出
、
翌
年
春
帰
藩
の
達
し
あ
る
ま
で
の

居
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

御
用
手
伝
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、
幕
府
の
天
文
方
に

重
用
さ
れ
、
三
十
数
年
に
及
ぶ
出
仕
（
し
ゅ
っ
し
）
は
郷

土
の
誇
り
で
も
あ
り
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。 

自
身
の
家
族
に
つ
い
て
唯
一
、
仁
助
の
二
男
堀
田
信
輔

が
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
十
二
月
廿
八
日
歴
作
御
用
手

伝
見
習
に
仰
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
由
緒
書
に
見
え
る
（
仁

助
六
十
六
歳
）。
仁
助
の
跡
を
継
い
だ
格
好
と
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
の
二
年
前
（
一
八
〇
八)

に
佐
方
八
幡
へ
石
燈
籠
を
寄
進

し
て
い
る
。 

 

註
① 

「
近
世
二
本
天
文
学
史 

下
」
渡
辺
敏
夫
恒
星
社
・
厚
生

閣 

一
九
八
六
年
六
月 

巻
末
附
録
２ 

 

近
世
日
本
天
文
学
史
年
表 

延
享
二 

九
三
一
頁 

                          

                          


